
棒
に
し
探
し
た
が
職
が
な
く
二
日
間
は
終
っ
た
。
二
十
九
日
、
よ

う
や
く
運
輸
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
運
輸
省
第
一
港
湾
建
設
局
酒

田
港
工
事
事
務
所
の
小
使
と
し
て
採
用
が
決
り
、
勇
躍
、
帰
宅
を

し
た
。
昭
和
二
十
一
年
九
月
三
十
日
よ
り
出
勤
し
、
そ
の
日
が
、
人
生

行
路
、
再
出
発
の
記
念
す
べ
き
日
で
あ
っ
た
。
勤
務
箇
所
は
工
事

の
現
場
監
督
す
る
事
務
室
で
、
当
役
所
で
は
見
張
所
と
称
し
て
い

た
。
業
務
内
容
は
、
朝
の
掃
除
か
ら
始
り
、
便
所
、
倉
庫
等
の
清

掃
、
水
道
施
設
が
無
い
た
め
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
位
先
の
建
設
省

事
務
所
か
ら
の
貰
い
水
運
搬
、
そ
の
他
、
事
務
所
と
他
の
見
張
所

間
の
書
類
送
致
等
が
主
で
あ
っ
た
。
か
な
り
苦
労
の
多
い
仕
事
で

あ
っ
た
が
、
家
族
の
生
活
を
思
い
耐
え
忍
ん
で
頑
張
り
通
し
た

の
で
あ
る
。
業
務
も
約
一
年
で
石
材
検
査
係
へ
転
じ
、
後
、
倉
庫

係
と
な
り
、
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
付
傭
人
工
手
の
辞
令
を
受

け
た
。
二
十
五
年
に
は
技
術
員
工
手
、
二
十
七
年
四
月
一
日
付
で

事
務
員
に
任
命
さ
れ
た
。
三
十
年
四
月
に
は
、
運
輸
事
務
官
へ
昇

任
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
在
職
中
一
度
だ
け
、
管
内
事
務
所
を
統

轄
す
る
、
運
輸
省
第
一
港
湾
建
設
局
へ
転
勤
し
た
。
又
酒
田
の
事

務
所
へ
舞
い
戻
り
、
昭
和
五
十
三
年
に
退
職
し
た
の
で
あ
る
。

今
こ
の
長
い
人
生
行
路
を
振
返
る
と
き
一
度
は
戦
争
に
よ
り
丸

裸
と
な
っ
た
が
、
延
四
十
数
年
の
長
い
役
所
生
活
を
無
事
過
し
て

来
た
の
も
、
上
司
、
先
輩
、
同
僚
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜
で
あ

り
、
心
か
ら
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
五
十
四
年
十
月
か
ら
当
地
、
遊
佐
町
選
挙
管
理
委
員
会
に

選
出
さ
れ
、
二
期
目
は
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら
委
員
長
に
選
任

さ
れ
た
。
遊
佐
町
の
一
行
政
機
関
の
重
大
な
責
務
を
果
し
、
昭
和

六
十
二
年
十
月
同
職
を
退
職
し
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
る
。

父
と
娘
と
の
絆
　 

兵
庫
県
　
山
崎
虎
蔵
　 

私
は
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
、
朝
鮮
の
北
端
、
新
義
州
の

刑
務
所
に
侵
入
し
た
ソ
連
軍
の
手
に
よ
っ
て
、
平
安
北
道
警
察
部

員
と
、
新
義
州
警
察
署
の
日
本
人
警
察
官
百
余
人
が
逮
捕
さ
れ
て

収
容
さ
れ
た
。

こ
れ
は
八
月
七
日
北
鮮
に
侵
入
し
た
ソ
連
軍
が
、
私
た
ち
警
察

官
を
、
軍
人
同
様
に
戦
闘
員
と
見
な
し
て
、
そ
の
労
働
力
を
自
国



の
復
興
に
利
す
る
た
め
、
シ
ベ
リ
ヤ
に
送
致
す
る
た
め
の
作
業
の

犠
牲
者
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

国
乱
れ
て
忠
臣
い
ず
、
家
貧
に
し
て
孝
子
現
わ
る
と
い
う
諺
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
真
実
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

日
本
民
族
未
だ
亡
び
ず
亡
思
い
ま
し
た
。

沖
縄
陥
落
後
第
二
線
の
防
衛
陣
地
と
し
て
、

済
州
島
の
防
備
は
、

満
州
や
朝
鮮
の
要
塞
の
重
火
器
が
取
り
外
さ
れ
て
行
わ
れ
た
の
で

す
。連
日
京
義
線
の
鉄
道
の
貨
車
に
、
高
射
砲
や
戦
車
大
砲
の
天
幕

を
か
け
た
武
器
が
、
夜
も
昼
も
、
南
へ
南
へ
と
、
何
百
輌
と
送
ら

れ
る
の
を
、
鉄
道
輸
送
警
備
に
当
た
っ
て
い
た
警
察
官
に
は
わ
か
っ

て
い
ま
し
た
。

八
月
七
日
ソ
連
軍
の
侵
入
は
、
全
く
無
防
備
の
背
後
を
襲
わ
れ

た
も
の
で
、
関
東
軍
も
朝
鮮
軍
も
全
く
丸
腰
で
、
独
逸
軍
か
ら
捕

獲
し
た
優
秀
な
七
十
二
連
発
の
マ
ン
ド
リ
ン
と
い
う
自
動
小
銃
、

米
国
か
ら
贈
与
さ
れ
た
ジ
ー
プ
を
始
め
、
戦
車
や
機
関
銃
を
装
備

し
た
ソ
連
軍
に
立
ち
向
か
え
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
新
義
州
も
戦
場
化
し
、
鴨
緑
江
の
中
洲
の
新
義
州
の
街

は
、
火
の
海
と
化
す
こ
と
を
予
想
し
ま
し
て
、
定
州
と
い
う
山
岳

地
の
街
に
、
妻
と
長
女
と
次
女
を
疎
開
さ
せ
、
私
と
長
男
十
四
歳

と
が
新
義
州
に
止
ま
り
、
防
備
に
当
た
る
覚
悟
で
し
た
。

新
義
州
の
街
や
、
定
州
の
街
は
、
新
京
か
ら
着
の
み
着
の
ま
ま

引
揚
げ
て
き
た
関
東
軍
将
校
の
夫
人
や
子
供
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
、

そ
の
上
満
州
や
支
那
か
ら
引
揚
げ
る
朝
鮮
人
や
日
本
人
の
避
難
民

で
、
ご
っ
た
返
し
て
い
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
の
終
戦
に
よ
り
、
日
本
人
在
留
民
に
対
す
る
迫
害

は
甚
だ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
高
級
軍
人
、
高
級
官
僚
が
、
全

く
無
力
化
し
て
そ
の
対
応
策
が
な
く
な
っ
た
と
き
、
こ
れ
に
代
っ

て
日
本
人
の
防
衛
策
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る
た
め
、
在
留
日

本
人
を
組
織
し
、
抵
抗
体
を
運
用
活
動
し
た
下
級
官
吏
や
、
民
間

人
が
出
現
し
て
、
わ
ず
か
に
治
安
が
保
た
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
―
。

そ
ん
な
背
景
の
中
に
、
わ
ず
か
に
十
八
歳
の
少
女
で
あ
る
私
の

娘
の
貞
子
が
、
疎
開
先
で
病
身
の
母
を
元
気
づ
け
、
十
二
歳
の
妹

を
励
ま
し
な
が
ら
、
混
乱
の
列
車
に
乗
り
、
新
義
州
駅
に
夜
中
に

引
返
し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
。

日
本
人
の
大
人
た
ち
が
、
呆
然
自
失
の
状
態
の
中
に
、
ブ
ラ
ウ

ス
の
腕
を
め
く
り
上
げ
、
胸
を
張
っ
て
、
堂
々
と
母
と
妹
を
護
っ

て
、
新
義
州
駅
の
待
合
室
に
、
朝
鮮
人
の
多
い
雑
踏
の
一
隅
に
悠



然
と
し
て
い
る
貞
子
を
出
迎
え
に
行
っ
て
見
付
け
た
私
は
、
無
事

で
よ
か
っ
た
と
い
う
喜
び
と
、
娘
に
対
す
る
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
日
本
人
の
怖
れ
は
、
ソ
連
兵
の
女
た
ち
に
対
す
る
暴
行

で
あ
る
。
そ
の
た
め
男
装
さ
せ
た
り
、
隠
れ
る
こ
と
を
娘
に
勧
め

た
が
、
一
向
に
聴
入
れ
な
く
て
、
母
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
て
い
た
。

大
和
撫
子
と
し
て
潔
よ
く
散
れ
ば
よ
い
と
、
心
に
深
く
死
を
決

し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
、
私
は
そ
れ
が
気
に
か
か
っ
て
い

た
。十
一
月
十
日
、
私
た
ち
警
察
官
が
五
十
人
、
新
義
州
駅
か
ら
平

壌
に
、
ソ
連
兵
に
押
送
さ
れ
る
と
き
の
で
き
ご
と
が
あ
る
。

夫
に
父
に
一
目
逢
い
た
い
、
差
入
物
の
弁
当
や
煙
草
を
渡
し
た

い
と
願
う
警
官
の
夫
人
や
子
供
た
ち
が
駅
頭
に
集
ま
り
、
夫
に
渡

し
た
い
と
懇
願
す
る
の
を
、
ソ
連
兵
は
銃
を
擬
し
て
近
寄
ら
せ
ず

に
、
私
た
ち
を
貨
車
に
押
込
ん
で
乗
せ
て
し
ま
っ
た
。

妻
や
子
供
た
ち
は
、
失
望
の
あ
ま
り
に
、
駅
の
ホ
ー
ム
に
坐
り

込
ん
で
、
大
声
で
号
泣
し
て
、
そ
の
声
は
遠
い
貨
車
の
中
の
私
た

ち
の
耳
を
、
約
一
時
間
は
貫
い
て
い
た
。
誰
も
妻
の
心
づ
く
し
の

弁
当
を
手
に
で
き
な
か
っ
た
。

日
没
後
は
外
出
禁
止
の
街
で
あ
る
。
夕
方
に
な
っ
て
、
駅
の
構
外

か
ら
大
声
で
、
お
父
さ
ん
お
父
さ
ん
と
叫
ぶ
一
人
が
頭
に
ネ
ッ
カ

チ
ー
フ
で
包
ん
だ
洋
装
の
女
性
が
い
た
。
そ
れ
が
私
の
娘
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
、
急
に
私
の
胸
は
痛
ん
だ
。

見
れ
ば
弁
当
を
高
く
あ
げ
て
、
私
に
渡
そ
う
と
し
て
い
る
で
は

な
い
か
。
命
の
危
険
を
冒
し
て
も
、
父
に
弁
当
を
渡
し
た
い
と
い

う
、

熱
烈
な
父
を
想
う
優
し
い
心
根
に
は
感
動
し
た
け
れ
ど
も
…
。

も
し
ソ
連
兵
に
撃
ち
殺
さ
れ
て
は
大
変
と
、
思
わ
ず
私
は
、
早
く

帰
れ
、
危
な
い
ぞ
と
叫
ん
だ
。

拳
銃
を
突
き
つ
け
て
い
た
ソ
連
兵
は
、
怖
れ
ず
近
寄
る
可
憐
な

娘
の
パ
パ
と
呼
ぶ
態
度
に
、
さ
す
が
の
ソ
連
兵
も
心
を
動
か
さ
れ

た
と
見
え
、
娘
の
差
出
す
弁
当
を
一
応
検
査
の
う
え
、
私
に
手
渡

し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

の
り
巻
き
ず
し
、
お
に
ぎ
り
、
手
巻
煙
草
の
紙
に
、
お
父
さ
ん

が
ん
ば
れ
、
貞
子
、
輝
紀
、
京
子
と
、
愛
す
る
子
供
た
ち
の
名
が

連
ね
て
あ
る
。

貨
車
の
中
で
、
私
だ
け
が
、
娘
の
勇
気
あ
る
行
動
に
よ
る
差
入

れ
弁
当
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
う
れ
し

い
こ
と
は
な
い
。
弁
当
を
開
い
た
と
た
ん
に
、
涙
が
滝
の
よ
う
に



流
れ
て
出
た
。

娘
は
夕
暗
の
街
の
中
に
、
弟
と
二
人
消
え
て
行
っ
た
印
象
が
次

に
待
ち
構
え
て
い
た
苛
酷
な
条
件
の
抑
留
生
活
の
脳
裏
に
蘇
り
、

生
き
る
力
を
与
え
て
く
れ
た
。
生
へ
の
執
念
は
、
全
く
娘
の
愛
情

と
勇
気
に
支
え
ら
れ
た
と
し
み
じ
み
思
う
。

二
十
一
年
七
月
七
日
、
私
は
栄
養
失
調
の
身
体
を
、
博
多
の
国

立
病
院
に
横
た
え
て
、
歩
行
も
不
能
の
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な

の
に
、
病
院
で
は
、
午
後
入
院
し
た
の
に
、
夕
食
も
与
え
な
い
の

で
、
夕
食
を
要
求
し
た
が
駄
目
で
あ
っ
た
。
た
だ
看
護
婦
が
私
の

私
物
で
す
と
、
乾
麺
包
を
一
包
く
れ
た
の
み
で
、
待
遇
は
全
く
悪

く
、
臨
床
の
復
員
軍
人
の
見
舞
客
の
女
性
か
ら
、
握
り
め
し
を
も

ら
っ
て
、
飢
え
を
し
の
い
だ
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
新
義
州
に
い
た
娘
は
、
夜
中
、
コ
ッ
ク
リ

さ
ん
に
占
い
を
立
て
、
父
の
安
否
を
占
っ
た
と
こ
ろ
が
、
お
父
さ

ん
は
「
病
気
」

、「ふ
く
お
か
」
に
居
る
と
出
た
の
で
、
お
父
さ
ん

の
病
気
が
治
る
よ
う
に
、
神
様
に
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う
と
、
母
と

弟
妹
た
ち
に
勧
め
て
、
い
っ
し
ょ
に
神
に
念
じ
た
と
い
う
話
を
、

十
一
月
に
な
っ
て
娘
が
無
事
朝
鮮
か
ら
引
揚
げ
て
再
会
し
た
と
き

の
話
で
わ
か
っ
た
時
に
、
父
と
娘
と
の
心
の
結
び
つ
き
が
、
な
ん

だ
か
目
に
見
え
ぬ
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

引
揚
げ
に
よ
っ
て
財
産
は
失
っ
た
が
、
家
族
と
の
信
頼
は
深
ま
っ

て
、
得
た
も
の
は
大
き
い
と
思
う
幸
せ
の
日
々
で
あ
る
。

引
揚
者
体
験
の
一
断
面　 

岐
阜
県
　
下
條
美
武
　 

私
の
父
、
下
條
喜
多
造（
本
籍
瑞
浪
市
日
吉
町
七
八
六
八
番
地
、

明
治
十
四
年
三
月
三
日
生
）
は
明
治
三
十
四
年
徴
兵
さ
れ
、
明
治

四
十
一
年
十
月
朝
鮮
駐
留
衛
戌
病
院
付
き
と
し
て
大
正
三
年
十
一

月
迄
勤
務
し
、
そ
の
後
慶
尚
南
道
金
海
郡
で
営
農
を
続
け
た
。

こ
の
た
め
私
は
韓
正
竜
山
水
道
町
衛
戌
病
院
官
舎
で
出
生
し
た
。

昭
和
七
年
釜
山
公
立
中
学
校
を
卒
業
し
同
時
に
徳
頭
公
立
尋
常
小

学
校
組
合
書
記
と
な
る
。
昭
和
九
年
十
月
六
日
満
州
国
司
法
大
臣

官
房
文
書
科
雇
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
四
月
一
日

司
法
部
属
官
兼
新
京
地
方
法
院
書
記
官
委
任
三
等
の
発
令
を
受
け
、

同
科
で
防
諜
及
び
審
査
係
長
を
勤
め
た
。
昭
和
十
四
年
六
月
一
日

北
辺
振
興
工
作
の
一
環
と
し
て
中
央
各
部
よ
り
若
干
名
が
各
省
に




